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広
報

　栄浜小学校の児童16名と町内老人クラブなどのお手伝いさんら約
20名で、10月８日に稲刈り体験学習を実施いたしました。
　春の田植え体験で植えた稲が、高温多雨という条件の中でも十分
に頭を垂れ、収穫するに到りました。
　稲刈りでは小学生らは大事に稲を刈り取り、農業の大変さと面白
さを学びました。

11

秋の実りに感謝をしながら
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乙
部
町
表
彰
条
例
に
基
づ
く

表
彰
式
が
十
一
月
一
日
、
午
前

十
一
時
か
ら
乙
部
町
公
民
館
で

行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
表
彰
は
長
年
に
わ
た

り
、
乙
部
町
の
行
政
や
経
済
、

産
業
、
文
化
、
社
会
、
そ
の
他

各
般
に
わ
た
っ
て
町
の
振
興
に

寄
与
し
、
町
民
の
模
範
と
認
め

ら
れ
る
方
が
た
に
贈
ら
れ
る
も

の
で
す
。

　
大
　
坂
　
裕
　
康
　
氏

　
　
　
　（
栄
浜
・
五
十
九
歳
）

　

平
成
七
年
五
月
に
乙
部
町
議
会

議
員
に
当
選
以
来
、
議
会
運
営
委

員
会
副
委
員
長
、
同
委
員
長
等
を

歴
任
、
平
成
十
九
年
か
ら
は
副
議

長
に
就
任
さ
れ
、
議
会
運
営
の
活

性
化
に
尽
力
さ
れ
る
な
ど
十
五
年

余
り
に
わ
た
り
町
政
の
発
展
と
町

民
生
活
の
安
定
向
上
に
寄
与
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
十
六
年
か
ら
江
差

地
方
法
人
会
乙
部
地
区
会
監
事
、

同
副
会
長
、
平
成
二
十
年
か
ら
は

乙
部
建
設
協
会
副
会
長
と
し
て
豊

富
な
知
識
と
経
験
を
も
っ
て
、
地

域
経
済
の
安
定
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
地
方
自
治
功
労
者
と
し

て
平
成
二
十
二
年
六
月
に
北
海
道

町
村
議
会
議
長
会
長
表
彰
を
受
賞

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

平成 22 年度

乙部町表彰条例に基づく
　　　受賞者のご紹介

自

治

功

労

　
明
　
石
　
修
　
二
　
氏

　
　
　
　（
豊
浜
・
六
十
二
歳
）

　

平
成
七
年
五
月
に
乙
部
町
議
会

議
員
に
当
選
以
来
、
産
業
常
任
委

員
会
副
委
員
長
、
総
務
民
教
常
任

委
員
会
副
委
員
長
等
を
歴
任
、
平

成
十
九
年
か
ら
は
議
会
運
営
委
員

会
委
員
長
に
就
任
さ
れ
、
十
五
年

余
り
に
わ
た
り
町
政
の
発
展
と
町

民
生
活
の
安
定
向
上
に
寄
与
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
六
年
か
ら
社
会
教

育
委
員
と
し
て
青
少
年
の
健
全
育

成
等
に
尽
力
、
平
成
十
二
年
か
ら

は
森
林
組
合
理
事
、
副
組
合
長
な

ど
を
歴
任
さ
れ
、
平
成
二
十
一
年

に
は
組
合
長
に
就
任
し
、
豊
富
な

知
識
と
経
験
を
も
っ
て
林
業
の
発

展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

な
お
、
地
方
自
治
功
労
者
と
し

て
平
成
二
十
二
年
六
月
に
北
海
道

町
村
議
会
議
長
会
長
表
彰
を
受
賞

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

自

治

功

労

　
石
　
山
　
省
　
一
　
氏

　
　
　
　（
緑
町
・
七
十
三
歳
）

　

学
業
を
終
え
る
と
漁
船
漁
業
に

従
事
さ
れ
、
そ
の
後
、
船
舶
を
所

有
し
時
代
に
即
応
し
た
漁
船
設
備

の
近
代
化
と
大
型
化
を
図
り
、
大

変
厳
し
い
漁
業
環
境
の
中
、
周
年

漁
業
や
漁
場
開
発
等
に
取
り
組
ま

れ
る
と
と
も
に
、
豊
か
な
経
験
と

優
れ
た
指
導
力
に
よ
り
後
進
の
指

導
に
尽
力
さ
れ
漁
船
漁
業
の
経
営

安
定
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
組
合
員
の
信
頼
も
厚
く
、

檜
山
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
延
縄
協
議
会

理
事
を
始
め
、
ひ
や
ま
漁
業
協
同

組
合
総
代
、
豊
浜
船
主
船
頭
会
副

会
長
、
爾
志
海
区
ス
ケ
ソ
部
会
長

を
歴
任
さ
れ
、
豊
浜
船
団
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
漁
業
の
振
興
発
展
に

貢
献
さ
れ
た
功
績
は
誠
に
大
で
あ

り
ま
す
。

産

業

功

労

　
西
　
澤
　
了
　
子
　
氏

　
　
　
　（
滝
瀬
・
七
十
七
歳
）

　

昭
和
四
十
二
年
か
ら
十
年
間
に

亘
り
可
笑
内
婦
人
会
々
長
、
平
成

二
年
か
ら
は
滝
瀬
婦
人
会
役
員
、

乙
部
町
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
役

員
と
し
て
婦
人
会
活
動
に
参
画
さ

れ
、
健
康
や
子
育
て
な
ど
身
近
な

課
題
か
ら
女
性
の
資
質
を
高
め
る

た
め
、
婦
人
教
育
推
進
に
率
先
し

て
取
り
組
ま
れ
、地
域
の
女
性
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
貢
献
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
平
成
六
年
の
希
望
楽
園

の
設
立
と
同
時
に
指
導
者
と
し
て
、

指
導
力
を
発
揮
、
健
康
づ
く
り
運

動
等
に
積
極
的
な
提
言
を
し
、
自

ら
進
ん
で
生
涯
学
習
を
実
践
す
る

な
ど
社
会
教
育
の
推
進
に
寄
与
さ

れ
た
功
績
は
誠
に
大
で
あ
り
ま
す
。

教

育

功

労

◤◥

◤◥

◤◥
◤◥

◤◥

◤◥

◤◥

◤◥
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田
　
畑
　
眞
　
成
　
氏

　
　
　
　（
花
磯
・
六
十
六
歳
）

　

昭
和
四
十
五
年
十
二
月
に
消
防

団
員
拝
命
以
来
、
三
十
六
年
余
り

の
永
き
に
亘
り
消
防
精
神
を
堅
持

し
、
災
害
発
生
時
に
は
率
先
し
て

出
動
し
、
適
切
な
指
揮
命
令
に
よ

り
被
害
の
軽
減
に
努
め
ら
れ
る
な

ど
、
そ
の
姿
勢
は
他
の
模
範
で
あ

り
ま
す
。

　

平
成
二
年
か
ら
第
三
分
団
部
長
、

副
分
団
長
、
分
団
長
な
ど
を
歴
任

し
、
幹
部
と
し
て
十
六
年
余
り
部

下
団
員
の
指
導
育
成
に
力
を
傾
注

し
、
消
防
業
務
の
推
進
に
寄
与
さ

れ
た
功
績
は
誠
に
大
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
八
年
か
ら
は
教
育

委
員
と
し
て
十
年
余
り
に
わ
た
り

教
育
行
政
の
推
進
に
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。 防

災

功

労

◤◥

◤◥
　

十
月
八
日
で
任
期
満
了
と
な
っ

た
乙
部
町
教
育
委
員
会
教
育
長
に
、

第
三
回
定
例
議
会
に
お
い
て
、
十

月
九
日
付
で
教
育
委
員
に
選
任
同

意
さ
れ
た
松
原
静
雄
さ
ん
が
、
乙

部
町
教
育
委
員
会
よ
り
教
育
長
に

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
原
教
育
長
は
江
差
高
等
学
校

を
卒
業
後
、
昭
和
四
十
六
年
十
月

か
ら
乙
部
町
役
場
へ
勤
務
。
平
成

二
十
二
年
三
月
に
退
職
す
る
ま
で

の
間
、
建
設
課
、
税
務
課
、
総
務

課
な
ど
を
経
験
し
、
商
工
観
光
課

長
、
財
政
課
長
、
会
計
管
理
者
、

総
務
課
長
を
歴
任
し
ま
し
た
。

　

松
原
氏
は
緑
町
在
住
で
、
現
在

六
十
歳
。

教
育
長
に

松
原
静
雄
さ
ん
が
就
任

　

関
東
在
住
の
乙
部
出
身
者
ら
で
構

成
さ
れ
て
い
る
、
東
京
お
と
べ
会

（
菊
池
優
輝
夫
会
長
・
会
員
四
百
名
）

第
十
八
回
総
会
が
十
月
二
日
、
東
京

都
千
代
田
区
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ

れ
、
約
七
十
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

総
会
の
冒
頭
、
菊
池
会
長
が
「
私

た
ち
は
ふ
る
さ
と
か
ら
勇
気
や
元
気

を
も
ら
っ
て
い
る
。
ふ
る
さ
と
の
た

め
に
何
が
で
き
る
か
考
え
て
い
き
た

い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
寺
島
町
長
が
乙
部
町
の

近
況
や
取
り
組
み
を
紹
介
し
な
が
ら

「
今
年
は
記
録
的
な
大
雨
が
降
っ
た

が
、
幸
い
人
的
被
害
は
な
か
っ
た
。

東
京
お
と
べ
会
の
皆
さ
ん
に
も
ご
心

配
を
お
か
け
し
ま
し
た
」
な
ど
と
祝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
事
業
計
画
と
し
て
例
年

行
わ
れ
て
い
る
事
業
に
加
え
、
ふ
る

さ
と
名
産
品
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販

売
紹
介
な
ど
の
事
業
に
つ
い
て
提
案

さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
阿
部
議
長
が
町
の
漁

業
近
況
な
ど
を
紹
介
し
て
、
懇
親
会

の
祝
杯
を
あ
げ
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
毎
年
恒
例
と
な
っ

て
い
る
、
ふ
る
さ
と
の
味
覚
な
ど
が

当
た
る
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
大
変
な

盛
り
上
が
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

余
興
で
は
カ
ラ
オ
ケ
と
、
昨
年
に

引
き
続
き
ふ
る
さ
と
の
紹
介
ビ
デ
オ

が
上
映
さ
れ
、
最
後
に
は
参
加
者
全

員
で
「
ふ
る
さ
と
」
を
合
唱
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、乙
部
町
の
美
化
の
た
め「
花

い
っ
ぱ
い
運
動
募
金
」
が
今
年
も
行

わ
れ
、
菊
池
会
長
か
ら
寺
島
町
長
に

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

懇
親
会
の
最
後
に
大
坂
副
議
長
が

「
乙
部
町
も
東
京
お
と
べ
会
も
が
ん

ば
る
ぞ
！
」
と
声
を
あ
げ
る
と
、
参

加
者
ら
も
大
き
な
声
で
応
え
て
い
ま

し
た
。

第
十
八
回

　
東
京
お
と
べ
会
開
催

　
今
後
も
ふ
る
さ
と
へ
貢
献
す
る
こ
と
を
確
認

懇親会での記念撮影

花いっぱい運動募金にたくさんのご協力をいただきました
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(株) 丸中しれとこ食品（斜里町）

羅臼海産 (株)（羅臼町）

(有) マルサフーズ（標津町）

(株) マルキチ（網走市）

(株) 津田商店（別海町）

出稼ぎ先現地訪問

フォトギャラリー

訪
問
日
時
：

　
　
十
月
六
日
か
ら
十
月
八
日

訪
問
し
た
町
：
　

　
　
釧
路
市
、
別
海
町
、
標
津
町
、

　
　
羅
臼
町
、
斜
里
町
、
網
走
市
、

　
　
佐
呂
間
町

　

町
と
出
稼
援
護
相
談
所
で
は
毎

年
、
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
就
労
し
て

い
る
方
が
た
の
事
業
所
を
訪
問
し
、

就
労
先
の
実
態
把
握
、
出
稼
ぎ
者
の

激
励
、
さ
ら
に
は
労
働
条
件
の
向
上

等
を
図
る
た
め
、
出
稼
先
現
地
訪
問

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
十
五
事
業
所
、
七
十
名

を
訪
問
い
た
し
ま
し
た
。

　

出
稼
ぎ
の
皆
さ
ん
は
と
て
も
元
気

に
働
い
て
い
ま
す
。

　

お
忙
し
い
中
ご
対
応
い
た
だ
き
ま

し
た
各
事
業
所
・
出
稼
ぎ
者
の
方
々

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

(株) 合坂商店（羅臼町）

(株) 北勝水産（佐呂間町）
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◆
写
真
掲
載
以
外
の

　
訪
問
事
業
所

《
網
走
市
》

　

・
島
田
海
運
株
式
会
社

　

・
北
見
食
品
工
業
株
式
会
社

　

お
忙
し
い
中
に
も
関
わ
ら
ず
、

ご
対
応
い
た
だ
き
ま
し
て
、
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

出
稼
ぎ
先
は
忘
れ
ず
に

届
け
出
ま
し
ょ
う
！

　

出
稼
ぎ
先
の
届
出
は
、
町

内
の
出
稼
ぎ
者
の
把
握
や
広

報
の
送
付
、
ま
た
、
就
労
先

現
地
訪
問
の
際
の
貴
重
な
情

報
と
な
り
ま
す
の
で
、
出
稼

ぎ
時
に
は
ぜ
ひ
届
出
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

届
出
に
つ
い
て
は
、
水
産

商
工
課
商
工
労
働
係
に
て
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、

出
稼
労
働
者
手
帳
の
交
付
な

ど
お
手
続
き
の
際
に
、
お
気

軽
に
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

(株) 野尻正武商店（斜里町）

マルヒ水産 (株)（斜里町）

(有) 島田商店（標津町）

(株) 旭正海産（羅臼町）

(株) ㋚笹谷商店（釧路市）

(株) ㋐阿部商店（釧路市）

㈱
㋚
笹
谷
商
店

　
代
表
取
締
役
　
笹
　
谷
　
正
　
幸

㈲
　
島
　
田
　
商
　
店

　
代
表
取
締
役
　
島
　
田
　
勝
　
春

㈱
㋐
阿
部
商
店

　
専
務
取
締
役
　
笹
　
谷
　
利
　
勝

常
務
取
締
役
　
渡
　
辺
　
　
　
馨

乙
部
町
出
身
者
の
会
社
訪
問

　

今
年
度
の
出
稼
ぎ
先
現
地
訪
問
に
併
せ
、
乙
部
町
出
身

者
で
会
社
の
代
表
や
中
心
と
な
っ
て
活
躍
し
て
い
る
方
々

へ
も
訪
問
致
し
ま
し
た
。
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良
縁
願
い
幹
に
触
れ

　

縁
桂
森
林
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

縁
桂
森
林
（
も
り
も
り
）
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
（
林
勲
実
行
委
員

長
）
が
九
月
二
十
三
日
、
富
岡

に
あ
る
縁
桂
森
林
公
園
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
初
夏
を
思
わ
せ
る
よ

う
な
暖
か
さ
の
中
、
参
加
者
ら

は
縁
桂
ま
で
約
１
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
が
敷
き
詰

め
ら
れ
た
散
策
路
を
、
各
々
の

ペ
ー
ス
で
歩
き
な
が
ら
森
林
浴

を
楽
し
み
ま
し

た
。

　

縁
桂
で
は

「
縁
桂
例
大
祭
」

も
あ
わ
せ
て
行

わ
れ
、
参
加
者

ら
は
良
縁
に
恵

ま
れ
る
よ
う
縁

桂
に
触
れ
な
が

ら
周
り
を
歩
い

て
い
ま
し
た
。

　

会
場
に
戻
る

と
『
森
の
昼
食

会
』
も
開
か
れ
、

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
や
サ
ン
マ
の
塩

焼
き
の
ほ
か
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や

か
ぼ
ち
ゃ
な
ど
、
青
空
の
下
で

秋
の
味
覚
を
存
分
に
楽
し
み
ま

し
た
。

　

ま
た
会
場
で
は
野
菜
の
直
売

が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
子
ど
も
た

ち
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
も
用

意
さ
れ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
重
さ

を
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
目
指
し
て
量

る
ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
、
参
加
し

た
子
ど
も
た
ち
は
真
剣
な
表
情

で
重
さ
を
考
え
て
い
ま
し
た
。

ジンギスカンを囲んでの昼食良縁を祈願する参加者ら

道端のゴミをていねいに拾う

み
ん
な
の
町
を

 

み
ん
な
で
き
れ
い
に

 

秋
の
ク
リ
ー
ン
作
戦

　

秋
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
が
十
月
三

日
、
町
内
全
域
で
実
施
さ
れ
、
約

七
百
五
十
人
が
街
の
景
観
を
保
と

う
と
、
朝
早
く
か
ら
参
加
し
ま
し

た
。

　

ク
リ
ー
ン
作
戦
は
、
毎
年
春
と

秋
に
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、

清
潔
で
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
、
街
全
体
の
取
組

み
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

作
業
に
あ
た
っ
た
皆
さ
ん
は
、

道
路
沿
い
な
ど
を
歩
き
な
が
ら
、

一
つ
ず
つ
て
い
ね
い
に
ゴ
ミ
を
拾

い
集
め
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
度
回
収
さ
れ
た
ゴ
ミ
の
量

は
、
約
千
六
百
キ
ロ
グ
ラ
ム
。
粗

大
ゴ
ミ
の
回
収
も
あ
わ
せ
る
と
、

合
計
五
千
七
百
九
十
キ
ロ
グ
ラ
ム

と
な
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
二
年
度
危
険
物
図
画
コ
ン
ク
ー
ル

　

乙
部
町
危
険
物
安
全
協
会
（
安
澤
竹

士
楼
会
長
）
活
性
化
事
業
の
一
環
と
し

て
、
危
険
物
に
対
す
る
理
解
知
識
を
深

め
て
も
ら
お
う
と
、
平
成
二
十
二
年
度

図
画
コ
ン
ク
ー
ル
を
乙
部
小
学
校
一
年

生
を
対
象
に
行
い
ま
し
た
。

　

十
月
十
八
日
に
記
念
品
・
参
加
賞
の

贈
呈
の
た
め
、
安
澤
会
長
が
乙
部
小
学

校
を
訪
れ
、
受
賞
者
児
童
に
記
念
品
と

協
力
し
て
い
た
だ
い
た
児
童
全
員
に
参

加
賞
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
画
　
題
　
消
防
自
動
車
】

　

会
長
賞　

松　

崎　

彩　

子

　

副
会
長
賞　

菊　

池　

翔　

夢

　

監
事
賞　

能　

代　

康　

生

　

優
秀
賞　

菊　

池　

智　

哉

　

優
秀
賞　

佐
々
木　

真　

生

危
険
物
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て

　
乙
部
町
危
険
物
安
全
協
会
事
業
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十
月
六
日
に
乙
部
中
学
校

（
山
田
活
美
校
長
）
二
年
生
の

三
十
五
名
は
漁
業
体
験
学
習
と

し
て
、
サ
ケ
定
置
網
の
網
お
こ

し
と
荷
揚
げ
さ
れ
た
サ
ケ
を

使
っ
た
調
理
体
験
を
行
い
ま
し

た
。

　

天
気
は
快
晴
で
、
沖
合
い
は

少
し
波
が
あ
る
程
度
の
漁
日
和

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
漁
業
体
験
は
乙
部

船
団
の
協
力
に
よ
り
実
施
さ
れ

た
も
の
で
、
中
学
生
は
五
艇
に

分
か
れ
て
沖
合
い
へ
移
動
。

　

生
徒
た
ち
が
定
置
網
を
力

い
っ
ぱ
い
引
き
揚
げ
る
と
、
銀

色
の
サ
ケ
が
飛
び
跳
ね
、
歓
声

が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

帰
港
後
は
サ
ケ
を
さ
ば
く
作

業
に
挑
戦
。
さ
ば
き
方
を
教
え

て
も
ら
っ
た
後
、
慣
れ
な
い
作

業
に
四
苦
八
苦
し
な
が
ら
も
サ

ケ
を
お
ろ
し
て
い
ま
し
た
。

　

学
校
に
戻
っ
て
か
ら
は
サ
ケ

の
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
焼
き
を
調
理

し
た
ほ
か
、
い
く
ら
作
り
、
サ

ケ
と
ば
作
り
を
行
い
、
余
す
こ

と
な
く
地
産
地
消
で
秋
の
味
覚

を
味
わ
い
ま
し
た
。

乙
部
中
学
校
漁
業
体
験
学
習

　
　
地
産
地
消
で
漁
業
を
学
ぶ

　

九
月
二
十
七
日
、
つ
く

し
・
み
さ
き
保
育
園
の
年
長
組

三
十
八
名
と
、
親
子
同
士
が
交

流
を
深
め
る
、
す
く
す
く
広
場

と
ひ
よ
こ
サ
ー
ク
ル
が
合
同
で
、

食
育
を
農
業
か
ら
学
ぶ
ジ
ャ
ガ

イ
モ
収
穫
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
男
爵
い
も
と

メ
ー
ク
イ
ン
を
五
月
六
日
に
鳥

山
体
験
農
園
に
植
え
た
も
の
で
、

こ
の
度
は
、
そ
の
収
穫
と
な
り

ま
す
。

　

収
穫
で
は
園
児
ら
に
よ
っ
て

男
爵
イ
モ
と
メ
ー
ク
イ
ン
合
わ

せ
て
約
百
二
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
が
、

か
ぼ
ち
ゃ
は
直
径
十
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
前
後
の
も
の
を
六
十

個
ほ
ど
、
園
児
ら
は
一
生
懸
命

収
穫
し
ま
し
た
。

　

収
穫
さ
れ
た
も
の
は
、
そ
れ

ぞ
れ
給
食
の
カ
レ
ー
や
お
や
つ

の
か
ぼ
ち
ゃ
餅
と
し
て
お
い
し

く
食
べ
ま
し
た
。

食
育
学
ぶ
農
業
体
験

　
園
児
ら
が
じ
ゃ
が
い
も
収
穫
を
実
施

漁を終え港に戻る中学生

つくし、みさき保育園児らの収穫

すくすく広場、ひよこサークル合同での収穫

第
三
回
お
と
べ
カ
ッ
プ

  

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
結
果

十
月
十
七
日 

乙
部
町
民
体
育
館

《
女
子
》

　

準
優
勝　

乙
部
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

　
　
　
　
　

ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

十
月
九
日
、
十
日

（
千
歳
市
開
基
記
念
総
合
武
道
体
育
館
）

形
　 

個
人 

高
校
女
子
の
部

組
手 

個
人 

高
校
女
子
の
部

　

第
二
位　

上
田 

華
乃

組
手 

個
人 

中
学
二
・
三
年
の
部

　

第
三
位　

西
里　

悠
介

第
四
十
四
回

和
道
流
空
手
道
連
盟

北
海
道
大
会
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十
月
九
日
、
道
民
カ
レ
ッ
ジ

連
携
講
座
『
第
二
十
一
回
町
民

歩
け
歩
け
大
会
』
が
開
催
さ
れ
、

約
百
三
十
名
の
参
加
者
が
秋
を

感
じ
な
が
ら
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
参
加
者
の
体
力
に

合
わ
せ
て
三
つ
の
コ
ー
ス
が
選

択
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

約
五
㎞
の
コ
ー
ス
と
、
約
七
㎞

の
難
易
度
が
異
な
る
二
つ
の

コ
ー
ス
が
用
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
使
用
す
る

ポ
ー
ル
も
貸
し
出
さ
れ
、
愛
好

者
ら
や
未
経
験
の
方
々
も
い
っ

し
ょ
に
、
汗
を
流
し
て
い
ま
し

た
。

　

ゴ
ー
ル
の
後
は
乙
部
町
食
生

活
改
善
推
進
協
議
会
の
協
力
に

よ
っ
て
豚
汁
が
振
る
舞
わ
れ
、

参
加
し
た
感
想
な
ど
を
話
し
な

が
ら
お
い
し
く
頂
き
ま
し
た
。

み
ん
な
で
歩
い
て
健
康
増
進

　 
第
二
十
一
回
町
民
歩
け
歩
け
大
会

▲館浦をスタートした町民歩け歩け大会

　

全
国
的
に
減
少
し
て
い
る
ミ

ツ
バ
チ
を
守
り
、
ハ
チ
ミ
ツ
を
採

取
で
き
る
木
を
植
え
、
森
と
海

の
環
境
も
守
ろ
う
と
「
乙
部
町
魚

つ
き
の
森
づ
く
り
協
議
会
」（
中
川

眞
一
郎
会
長
）
が
九
月
二
十
六

日
に
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

　

植
樹
は
来
拝
川
周
辺
の
「
北

の
魚
つ
き
の
森
」
で
実
施
さ
れ
、

北
海
道
養
蜂
青
年
部
や
町
内
緑

の
少
年
団
な
ど
約
百
六
十
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

植
樹
の
前
に
は
ミ
ツ
バ
チ
に

関
す
る
講
演
会
が
行
わ
れ
、
広

島
県
三
次
市
の
光
源
寺
毅
寿

（
四
十
歳
）
さ
ん
は
「
蜂
を
飼
育

す
る
人
に
は
厳
し
い
時
代
。
周

囲
の
協
力
・
理
解
を
得
て
蜂
を

育
て
た
ら
、
よ
い
蜂
蜜
が
取
れ

る
」
と
養
蜂
家
の
現
状
を
話
し
、

参
加
者
は
青
空
の
下
、
熱
心
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

講
演
会
の
後
に
は
参
加
者
全

員
で
ニ
セ
ア
カ
シ
ア
百
六
十
五

本
と
ト
チ
ノ
キ
八
十
五
本
の
苗

木
を
植
樹
し
ま
し
た
。

ミ
ツ
バ
チ
集
ま
る
森
目
指
し

　
　
　
蜂
蜜
の
里
の
森
づ
く
り

1 本 1 本ていねいに植樹する参加者

▲ゴールを目前の参加者ら

十
月
十
一
日
（
南
が
丘
小
学
校
）

北
海
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
剣
道
交

流
大
会
　
檜
山
地
区
予
選
会
の
部

　

小
学
生
団
体
・
第
二
位　

　

乙
部
町

　
（
寺
島
希
咲
、
若
木
萌
桂
、
清

　

水
悠
貴
、岡
優
稀
、矢
野
惣
大
）

中
学
生
個
人

　

第
一
位　

甲
谷
隼

少
年
剣
道
江
差
大
会

　

団
体
・
第
二
位　

　

乙
部
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ａ

　
（
矢
野
惣
大
、
松
崎
晋
彦
、
清

　

水
悠
貴
、
井
田
聖
衣
朗
、
若

　

木
萌
桂
）

個
人
・
小
学
校
三
・
四
年
生
女
子

　

第
一
位　

寺
島
希
咲　

　

第
二
位　

陳
祐
綾
花　
　

　

第
三
位　

若
木
陽
晶　
　

　

特
別
賞　

岡　

優
稀

小
学
校
五
・
六
年
生
男
子

　

第
三
位　

松
崎
晋
彦　
　

　

特
別
賞　

清
水
悠
貴

中
学
生
男
子
の
部

　

第
二
位
（
特
別
賞
）　

甲
谷
隼

第
三
十
三
回
少
年
剣
道
江
差
大
会

兼 

北
海
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
剣
道

交
流
大
会　

檜
山
地
区
予
選
会
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ねんきんの窓

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が発行されます
～年末調整・確定申告まで大切に保管を！～

　国民年金保険料は、所得税及び住民税の申告において全額が社会保険料控除の対象となります。その年の１月１
日から 12 月 31 日までに納付した保険料が対象です。
　この社会保険料控除を受けるためには、領収書又は納付したことを証明する書類の添付が義務付けられています。
　このため、「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が日本年金機構本部から送付されますので、年末調整
や確定申告の際には必ずこの証明書を添付してください。
★本年 11 月上旬に送付される方　
　平成 22 年１月１日から平成 22 年９月 30 日までの間に国民年金保険料を納付された方。
★翌年２月上旬に送付される方 
　平成 22 年 10 月１日から平成 22 年 12 月 31 日までの間に今年はじめて国民年金保険料を納付された方。　
　なお、ご家族の国民年金保険料を納付された場合も、ご本人の社会保険料控除に加えることができますので、ご
　家族あてに送られた控除証明書を添付のうえ申告してください。

年金受給者のみなさまへ
『扶養親族等申告書』は期限までに提出しましょう！

　老齢や退職を支給事由とする年金は、雑所得として所得税の課税対象とされます。（障害年金・遺族年金は課税
されません。）
　課税対象となる受給者の方には、毎年１１月上旬までに日本年金機構から「扶養親族等申告書」が送付されます
ので、提出期限までに必ず提出してください。
　この申告により、翌年中に受けられる年金にかかる所得税の源泉徴収税額が決まります。もし提出を忘れると各
種控除が受けられず、所得税の源泉徴収税額が多くなる場合がありますのでご注意ください。
　 なお、年金以外に収入がある方は確定申告が必要です。

< 控除証明書のお問い合わせ先 >
　　　控除証明書専用ダイヤル　　℡０５７０－０７０－１１７
　　　（ＩＰ電話等の方は　	  ℡０３－６７００－１１３０）
< 扶養親族等申告書のお問い合わせ先 >
　　　ねんきんダイヤル　　　　　℡０５７０－０５－１１６５
　　　（ＩＰ電話等の方は　　　　  ℡０３－６７００－１１６５）

※通話料金は一般の固定電話の場合、市内通話料金でご利用いただけます。ただし、携帯電話・ＩＰ電話等の場
合は全額お客様負担となります。

　< 受付時間 >
　　○月曜日～金曜日：午前 8 : 30 ～午後 5 : 15
　　　ただし、月曜日（月曜日が休日の場合は火曜日）は午後 7 : 00 まで受付
　　　※祝日、12 月 29 日～１月３日は、ご利用いただけません。
　　○第２土曜日：午前 9：30 ～午後 4：00

平成２３年分「扶養親族等申告書」が送付される方

年　齢
６５歳未満 年金額が１０８万円以上

６５歳以上 年金額が１５８万円以上
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お父さん＝
　　　　　　厚別　竜平さん

お母さん＝
　　　　　　　　真奈美さん
わたしは

　1 歳 8 ヶ月の女の子です。
名前の由来＝
女の子らしい花の名前でお母
さんの一文字も入ってるとい
うこともあり、字画をみて、
決めました。
両親の願い＝
元 気 で 思 い や り の あ る 子 に
育ってほしいです。

お父さん＝
　　　　　　 田畑　貴照さん
お母さん＝
　　　　　　　　　 真里さん
わたしは

　1 歳９ヶ月の男の子です。
名前の由来＝
お兄ちゃんの名前の響きに似
ていて、字画を見て決めまし
た。
両親の願い＝
自分の意志をしっかり持ちた
くさんの人たちに囲まれ、優
しさも忘れず大きく育ってほ
しいです。

厚別　純花ちゃん

（鳥　山）
田畑　玲翔くん

（滝　瀬）

わが家のアイドル

れい と すみれ

これでタバコがやめられる ～禁煙を決意したあなたへ～

よくみられる禁断症状とその対処法はじめに　ある調査によると、喫煙者の
53.3％が 10 月 1 日のタバコの値上げを機
に禁煙する（したい）と回答しました。
皆さんの周りでも、禁煙宣言を人が多い
のでは？禁煙を決意したあなたに敬意を
表します。

禁断症状に打ち勝つ方法　禁煙を開始し
てしばらくすると様々な禁断症状がでて
きます。（右図参照）

吸いたい気持ちのコントロール法　
●行動パターンを変更する。
・食後早めに席を立つ。
・コーヒーやアルコールを控える。
・夜更かしをしない。
●環境を改善する。
・タバコを吸いたくなる場所を避ける。
（パチンコ店、飲み屋など）
・喫煙者に近づかない。
・身近な人への禁煙宣言
●喫煙の替わりに他の行動をとる。
・水を飲む・深呼吸する。散歩や軽い体操をする。
・歯を磨く・糖分の少ないガムや干し昆布などをかむ。
　禁煙成功者には何回も挑戦した後に達成した人の方が多いようです。あきらめずに挑戦して、クリーンで
健康な生活を手に入れましょう。
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11 

月

日 曜 行　　　　　　　　事 時　　　　　間 場　　　　　所
〈ぴよぴよ広場〉
対象／0歳から1歳6か月までのお子さんと親
内容／親子遊び、交流

〈効果あり！ウォーキング実践講習〉
対象／ウォーキング実践者及びこれから
　　　ウォーキングを楽しみたいという方
内容／体力測定・血管年齢測定・プチ講話
　　　運動講座
問合せ／役場町民課保健衛生係
　　　　（電話62－2311）

〈温泉★かんたん体操で健康づくり〉
対象／どなたでも参加できます
内容／血圧測定・体力測定・プチ講話
　　　運動実践（入浴前や入浴中にできる
　　　肩・腰・膝のかんたん体操）
参加料／400円（講座終了後入浴できます）
問合せ／役場町民課保健衛生係
　　　　（電話62－2311）

〈お達者ぴんしゃん教室〉
対象／65歳以上の方
内容／イスに座りながらの体操等
講師／理学療法士　小林道夫先生　他
　　　※バス送迎します。ご希望の方は前日
　　　までに乙部町地域包括支援センター
　　　（電話62–5845）へご連絡ください。

〈リハビリ特診〉
対象／一般町民
内容／理学療法士による機能訓練指導
問合せ／乙部町国保病院（電話62－2331）

〈めじゃーリーグ〉
対象／メタボリックシンドローム(予備軍を含
　　　む)の方,メタボ予防に興味のある方
　　　通年コースは概ね60歳以上の方
内容／保健講話・運動講座

〈赤ちゃん相談〉
対象／７か月・９か月のお子さん

〈赤ちゃん健診〉
対象／4か月・12か月のお子さん

〈すくすく広場〉
対象／１歳以上のお子さんと保護者
内容／絵本の読み聞かせ等親子間の交流
問合せ先／つくし保育園（電話62－2952）

〈健康相談〉
対象／一般町民
内容／血圧測定、健康育児についての相談

〈救急講座〉
対象／０歳からのお子さんと保護者
内容／応急手当について・消防車の見学

〈1歳6か月児・3歳児健診〉
対象／1歳6か月・3歳のお子さん
内容／身体測定、診察、歯科検診、歯科衛生
　　　士による歯みがき指導、栄養指導、
　　　保健指導
　　　※対象となるお子さんへは個別に案内
　　　をしています。

〈三種混合予防接種〉
対象 対象／生後3か月～7歳6か月未満の児

〈ミニひよこサークル〉
対象／乳幼児と保護者
内容／自由遊び

〈こころの健康相談〉
内容／対人関係、アルコール問題、ストレス
　　　不登校、痴呆などの相談
　　　※事前に予約が必要
申込先／檜山振興局保健環境部保健福祉室　
　　　 （江差保健所）（電話0139－52－1053）

１ 月 ぴよぴよ広場 午前10時～11時30分 ケアセンターおとべ

２ 火
効果あり！ウォーキング実践講習 午前10時～正午 町民体育館
温泉★かんたん体操で健康づくり 午後３時～４時30分 いこいの湯

３ 水 (休日当番医　乙部町国保病院)

４ 木
お達者ぴんしゃん教室 午前10時～11時30分 ケアセンターおとべ
リハビリ特診 午後1時30分～午後３時 国保病院
めじゃーリーグ（通年） 午前10時～正午 町民体育館

５ 金
６ 土
７ 日 (休日当番医　厚沢部国保病院)
８ 月
９ 火 めじゃーリーグ（ナイターコース） 午後6時30分～8時30分 町民会館

10 水 赤ちゃん相談 午前9時30分～45分受付 ケアセンターおとべ赤ちゃん健診 午後1時～1時15分受付
11 木
12 金
13 土
14 日 (休日当番医　道立江差病院)
15 月 健康相談 正午～１時 千岱野研修会館

16 火 救急講座（すくすく広場・ひよこ
サークル・ぴよぴよ広場合同） 午前10時～11時30分 檜山広域行政組合乙

部消防署
17 水

18 木
1歳6か月児・3歳児健診 午後1時～1時30分受付 生きがい交流センター
お達者ぴんしゃん教室 午前10時～11時30分 ケアセンターおとべ
リハビリ特診 午後1時30分～午後３時 国保病院

19 金

20 土 子育て支援ふれあい読書推進アド
バイザー養成研修会 午前9時45分～午後4時15分 乙部町民会館

21 日 (休日当番医　佐々木病院)
22 月
23 火 (休日当番医　上ノ国診療所)
24 水 めじゃーリーグ（ナイターコース） 午後6時30分～8時30分 町民会館

25 木
健康相談 午後1時30分～２時20分 ゆりの里活性化センター
三種混合予防接種 午後１時～１時30分受付 国保病院

26 金 健康相談
午前9時～９時30分 三ツ谷愛郷会館
午前９時40分～10時10分 三ツ谷研修会館

27 土
すくすく広場 午前9時30分～11時 つくし保育園
南部檜山清掃センターは機械点検整備のため休業となります。

28 日 (休日当番医　道立江差病院)
29 月

30 火
ミニひよこサークル 午前10時～11時30分 町民体育館

こころの健康相談 午後3時～4時 檜山振興局保健環境部保
健福祉室（江差保健所）

〈備考〉　　○都合により変更することがありますが、あらかじめご了承ください。
　　　　　○未定行事については後日、広報等でお知らせいたします。

11月のカレンダー
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お 知 ら せ
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　～相続又は贈与等に係る生命保険契約や損害保険契約等
　　　　　に基づく年金の税務上の取り扱いの変更について～

　この度、遺族の方が年金として受給する生命保険金のうち、
相続税の課税対象となった部分については、所得税の課税対象
にならないとする最高裁判所の判決がありました。そこで、この
ような年金に係る税務上の取扱いを改めることとしましたので、
お知らせします。これにより、平成 17 年分から平成 21 年分まで
の各年分について所属税が納めすぎとなっている方につきまして
は、その納めすぎとなっている所得税が還付となります。
　お手数をおかけしますが、必要なお手続き（更正の請求又は
確定申告など）をしていただきますようお願いいたします。
　この取扱いの変更の対象となる方や所得税の還付のお手続き
については、国税庁ホームページ【www.nta.go.jp】をご覧いた
だくか、最寄りの税務署にお問い合わせください。
※平成 17 年分について、早い方は平成 22 年 12 月末が還付でき
　る期限となりますので、お早目のお手続きをお願いします。
※受け取られた年金の受給権が相続税や贈与税の課税対象とな
　る場合は、実際に相続税や贈与税の納税額が生じなかった方
　も対象となります。

　防衛省は、来年度採用になる陸上自衛隊高等工科
学校生徒の採用試験を次のとおり行います。

・受験資格：15歳以上17歳未満の男子で中学校卒業
　　　　　　者（来春卒業予定者を含む。）
・受付期間：平成22年11月１日（月）
　　　　　　～平成23年１月７日（金）まで
・試 験 日：平成23年１月22日（土）

※詳しくは、自衛隊江差地域事務所及び役場へお問
　い合わせください。
※問い合わせ：自衛隊江差地域事務所
　　　　　　　（電話0139―52―2476）
　　　　　　　役場総務課

税 務 署 か ら の お 知 ら せ

　預金保険制度とは、金融機関が預金保険料を預金保険機構に
支払い、金融機関が破綻した場合に、一定額の預金等を保護す
るための保険制度です。
　預金保険制度の中では、同制度の対象となる金融機関、対象
となる預金等と保護の範囲、同制度で保護されていない預金等
の取扱い、金融機関が破綻したときの預金保護の仕組み（保険
金支払方式、賃金援助方式）などが定められております。
　制度概要の詳細につきましては、金融庁及び預金保険機構
ホームページに掲載されておりますのでご覧ください。また、
預金保険制度にかかる資料をご希望の方は、北海道財務局（ま
たは財務事務所・出張所）までご連絡ください。

　金融庁ホームページ：http://www.fsa.go.jp/policy/payoff/index.html
　預金保険機構ホームページ：http://www.dic.go.jp/

※財務局連絡先は以下のとおりです。
　　北海道財務局 総務部 財務広報相談官：電話 011-709-2311
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（内線 4270、4247）
　　函館財務事務所：電話 0138-23-8445

―１１月３０日は「個人事業税」第２期分の納期限です―
　個人事業税は、個人で事業を営む方に課税される道税
です。
　忘れずに納期内に納めましょう。
　なお、納税には便利な口座振替をご利用ください。
〔問い合わせ先〕
　　　檜山振興局地域政策部税務課納税係
　　　TEL（0139）52-6473

預 金 保 険 制 度

防衛省・自衛隊からのお知らせ

　平成 23 年３月新規高等学校卒業予定者を対象とした
就職面接会を開催します。
　一人でも多くの生徒が就職内定を得られるよう、事
業主の皆さまの参加をお待ちしております。

　日時　11月８日（月）午後１時～午後４時
　場所　ロワジールホテル函館３階
　内容　平成 23 年３月新規高等学校卒業予定者で就職
　　　　先が内定していない生徒と企業との就職面接会

問い合わせ先
	 ハローワーク函館　函館公共職業安定所
	 企画調整部門まで
　　　    TEL  0138 － 26 － 0735（43 ＃）

「新規高卒者就職面接会 in 函館」のお知らせ

陸上自衛隊高等工科学校生徒
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外来診療体制
11 月の診療予定です

患者サービス向上委員会から
・満足度調査と待ち時間調査
　当委員会では年に１回、「患者満足度調査」と「待ち時間調査」
を行ってサービス向上に努めています。満足度調査では職員の
対応や言葉使い、説明の仕方などを患者さんに評価してもらっ
ています。待ち時間調査も年に１回行い、長い待ち時間の原因
などを調査しています。どちら
も集計結果を昨年と比較し、今
後の患者サービスの向上につな
がるよう利用しています。調査
結果は随時、院内の各所に掲示
しますのでご覧下さい。

・展示コーナーについて
　待ち時間を有効に使っていただくために内科外来のロビーで
は、絵画や書道、パッチワークやお花などを近隣の関係団体の
皆様のご協力により展示させて
頂いています。
　ご来院の際は是非ご覧下さい。
　11 月は「絵画サークル火曜会
様」による絵画の展示です。

・ロビーコンサートについて
　待ち時間の苦痛緩和のため職員や看護学生、札幌交響楽団に
よるコンサートを随時行っております。

循 環 器 内 科 午前　月～金曜日
午後　月・金曜日

消 化 器 内 科 午前　月～金曜日
午後　火・水曜日

呼 吸 器 内 科 午前　金曜日
午後　木曜日

外 科 午前　月～金曜日
整 形 外 科 午前　月～金曜日
小 児 科 午前　月～金曜日

泌 尿 器 科 午前　月～金曜日
午後　水曜日

神 経 精 神 科 午前　月～金曜日
午後　月曜日

産 婦 人 科 午前　月～金曜日

耳 鼻 咽 喉 科 午前　11日、24日、25日
午後　10日、24日

眼 　 　 　 科 午前　木曜日
午後　10日、17日、24日

皮 　 膚 　 科 午前　火曜日
神 経 内 科 19日

● 10 月より麻酔科医が常勤医として赴任することになりました。詳しくは新聞などでお知らせします。
●看護職員募集のお知らせ：看護職員を募集しております電話 52-0036（内線 202）藍

あ い ば

葉

道 立 江 差 病 院 か ら お 知 ら せ

午前･･･ 8時00分～11時30分 
　　　 （初診の方は、9時00分～）                   
　　　  午後･･･13時00分～14時30分

受 付 時 間

診療日は予定であり変更になる場合もあります。
事前に病院にご確認の上、受診してください。

　江差保健所では 12 月１日の、世界エイズデーにあわ
せ夜間検査を行います。（検査料無料結果は当日判定）
　詳細な日程や検査予約については、お問い合わせく
ださい。
　　問い合わせ先
　　　　江差保健所エイズ相談窓口　℡ 52―2475

「エイズ夜間検査を実施します」

人材開発センター 11 月　実施事業
○フラダンス教室
※ハワイアンリズムによるフラダンスで運動不足とストレス解消をしませんか。
日　　程　11月13日・27日（土）
時　　間　１３：００～１５：００
定　　員　20名
受 講 料　1,000円
申込締切　各実施日前の木曜日まで

○ヨガ教室
※呼吸法を用いて全身を動かし、運動不足とストレス解消。
日　　程　11月13日（土）
時　　間　１０：００～１２：００
定　　員　10名
受 講 料　1,500円
申込締切　各実施日前の木曜日まで

○社交ダンス教室
※初心者から経験者まで気軽にダンスが楽しめます。
日　　程　11月14日・28日（日）
時　　間　１３：００～１６：００
定　　員　10名
受 講 料　2,000円
申込締切　各実施日前の金曜日まで

「エクセル2007応用講座」
日　　程　11月16日（火）～19日（金）計４日間
時　　間　１８：３０～２０：３０
定　　員　10名
受 講 料　一般：6,000円　会員：4,800円
申込締切　11月9日（火）まで
内 容 等　色々な関数の使い方、グラフィックの作成、ピボット
　　　　　テーブル、マクロを使った自動処理などの利用方法。

「アーク溶接特別教育講習」
日　　程　11月21日㈰、11月28日㈰、12月５日㈰　計３日間
　　　　　※3日間受講して講習修了となります。
時　　間　９：００～１７：００（昼休1時間）
定　　員　10名
受 講 料　12,000円（3日間 教材費込）
申込締切　11月12日（金）まで
内 容 等  アーク溶接機を用いて行う金属の溶接、溶断等の業務に
　　　　　係る特別教育を行います。

○手作りアロマ教室
※手作りアロマを楽しんでみませんか。
日　　程　11月27日（土）
時　　間　１０：００～１２：００
定　　員　10名
受 講 料　2,500円
申込締切　各実施日前の木曜日まで

住宅用火災警報器を設置しましょう。
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歳
）緑
町

ご
け
っ
こ
ん

お
め
で
と
う

　

 

奥
野　

陽
一　
（
滝　

瀬
）

　

 

渡
部　

敦
子　
（
滝　

瀬
）

　

 

田
中　

克
佳　
（
花　

磯
）

　

 

赤
石　

愛
美　
（
八
雲
町
）

　
 

寺
島　
　

智　
（
緑　

町
）

　
 

大
谷　

美
沙　
（
江
差
町
）

※
こ
の
欄
に
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
、　

　

届
出
の
際
窓
口
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

町 の 人 口
= ９月末現在 =

世帯数　1,995（－１）〈－１〉
人　口　4,454（－６）〈－48〉
　男　　2,056（－５）〈－30〉
　女　　2,398（－１）〈－18〉

  （ ）内は前月との比較増減
　〈 〉内は3月末からの累計増減

9
月
15
日
〜
10
月
14
日

〔14〕

よ
ろ
こ
びか

な
し
み

編　

集　

後　

記

　

船
に
乗
る
取
材
に
伺
い
ま
し

た
。
乗
り
物
に
は
め
っ
ぽ
う
弱
い

た
め
、
酔
い
止
め
を
し
っ
か
り
服

用
。
そ
し
て
気
合
を
入
れ
て
乗

船
・
・
・
し
た
は
ず
な
の
に
、
少

し
ず
つ
気
持
ち
悪
く
な
り
、
カ
メ

ラ
の
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
を
覗
く
と
さ

ら
に
悪
化
。
何
度
乗
っ
て
も
船
に

は
な
れ
な
い
・
・
そ
ん
な
想
い
を

強
く
し
た
取
材
で
し
た
。

間伐で未来につなぐ北の森
この用紙は、原材料の一部に道産間伐材を
使用しております。道産 間伐材使用

11月は《固定資産税〈第４期〉の納期限》です。

　

今
年
が
国
民
読
書
年
に
あ
た

る
こ
と
か
ら
、
開
講
さ
れ
て
い

た
乙
部
町
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

講
習
会
が
、
全
三
回
の
講
習
を

終
了
し
ま
し
た
。
こ
の
講
習
会

は
乙
部
町
学
校
支
援
地
域
本
部

実
行
委
員
会
な
ど
の
主
催
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
回
目
は
五
月
に
町
民
会

館
で
、
読
み
聞
か
せ
講
習
会
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
日
の
昼
間

に
は
乙
部
小
学
校
で
絵
本
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
鑑
賞
会
が
行
わ

れ
、
町
内
の
小
学
生
が
楽
し
み

ま
し
た
。

　

第
二
回
目
は
六
月
に
つ
く
し

保
育
園
で
「
本
と
あ
そ
ぼ
う
全

国
訪
問
お
は
な
し
隊
」
が
キ
ャ

ラ
バ
ン
カ
ー
と
と
も
に
来
町
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
、
お
は
な

し
隊
の
読
み
聞
か
せ
と
、
地
元

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
取
り
組
み
を

視
察
し
ま
し
た
。

　

第
三
回
目
は
九
月
三
十
日
に

町
民
会
館
で
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
心
構
え
」
に
つ
い
て
の
講
話

と
実
習
が
行
わ
れ
、
約
四
十
名

の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
北
海
道
立
図
書
館

職
員
の
中
田
こ
ず
え
氏
が
招
か

れ
、
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活

動
で
重
要
な
こ
と
や
、
多
く
の

住
民
が
図
書
館
に
足
を
運
ぶ
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
他
町
の
実

践
を
紹
介
し
な
が
ら
話
さ
れ
ま

し
た
。

　

講
話
の
あ
と
は
新
聞
紙
で
作

る
エ
コ
バ
ッ
ク
を
製
作
し
ま
し

た
。
参
加
者
の
一
人
は
「
こ
の

よ
う
な
機
会
は
な
か
な
か
無
く
、

簡
単
に
出
来
て
楽
し
か
っ
た
」

と
話
し
、
楽
し
み
な
が
ら
作
品

図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
を
目
指
し

 
乙
部
町
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
習
会
終
わ
る

▽
ふ
る
さ
と
乙
部
の
花
い
っ
ぱ
い
運

　
動
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

・
東
京
お
と
べ
会
（
募
金
）

　

二
万
八
百
六
十
円

　

あ
た
た
か
い
ご
寄
付
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

善
意
に
感
謝
し
ま
す

  さ
ん

  さ
ん

  さ
ん

  さ
ん

  さ
ん

  さ
ん

作
り
に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
実
際
に
壊
れ
た
本
を

使
い
本
の
修
理
の
方
法
も
学
び

ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
積
極
的
な
質

問
が
飛
び
交
い
、
図
書
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
へ
の
意
識
の
高
さ
を
伺

え
ま
し
た
。

　

講
習
会
終
了
後
に
は
修
了
式

が
執
り
行
わ
れ
、
修
了
証
が
参

加
者
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
、

講
習
修
了
者
が
図
書
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
を
目
指
し

 
乙
部
町
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
習
会
終
わ
る

講話する道立図書館の中田氏

新聞エコバック作りに挑戦中


